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論文内容の要旨

本論文はディジタ lレアナログシミュレーションに関する研究をまとめたものであって， 6 章よりな

っている。

第 1 章においては，本研究に関連する諸研究について概説し，本研究の地位を明らかにしている。

第 2 章においては，ブロック線図で表示された系の時間応答を，ディジタノレ計算機によって求める

という乙とは，常微分方程式の解を求める問題に帰着することから，この問題について従来用いられ

ている諸種の数値解法を検討し，プログラムの作成上ならびに精度上から，どの方法が有利であるか

を述べ，それと同時に，計算のステップをどう選ぶかという問題につい・て，乙乙では一次遅れを例に

とって計算ステップと誤差の関係を示し，一つの目安を与えている。

第 3 章においては，ディジタノレアナログシミュレーションに必要なむだ時間の模擬について考察

し，一つの近似式を提案し，これについて各種特性を調べ，実用上さしっかえのないことが示されて

いる。

第 4 章においては，ブロッグ線図に現われる各種の基本的な要素をシンボ jレ化し，アナログむき入

力言語を作成したものを示している。系のブロック線図が与えられると，これから簡単に入力言語に

書きかえられ，系の解析が容易になされる乙とが示されている。

第 5 章においては， 解析すべき系のブロック線図が与えられた場合， FORTRAN-IV を用いてプ

ログラムを作成するのに便利なサブプログラムシステムについて述べられている。

第 6 章においては，本研究において得られた結果ならび、に今後の問題について述べられている D
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論文の審査結果の要旨

本論文に述べられている研究の業績を要約すると次のようになる。

(1) 第 2 章において，計算ステッフ。と誤差について，一つの目安を与えている口

(2) 第 3 章において，むだ時間模擬に関し，従来の方法に比べて，記憶の占有量が少なく，かっ実用

上さしっかえない近似方法を提案している。

(3) 第 4 章に示されている方法によると，非線形素子を含む解析が容易となり，また，大きな系につ

いても，かなり精度の高い計算が得られる。

(4) 第 5 章に示されている方法は， FORTRAN による系の解析を容易にしている o

以上のように，本論文は工学的にも工業的にも功献するところが多いので，博士論文として価値あ

るものと認める。
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